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第5回気象電気シンボジウム

　　　　　　綜観的気象電気＊＊

（II）＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近　　藤

　はしがき
　このような題目が適当であるかどうかは別としても気

象電気学も地理物理学の一分野である以上気象学に於て

も綜観的気象学と云われるような分野があるように，綜

観的に気象電気を研究することは必要であることは当然

であり・すでに1860年代にLord　Kelvinが気象電気の

研究には異なる場所での同時的連続記録が必要であるこ

とを唱えたことは有名なことである・）．しかしながらそ

れ以後の気象電気の進歩を見ても，いろいろの観測が

なされているが，いづれも個々の観測地点での統計的な

議論に終っていると云ってもよい，そして最近になって

Isra§1等による綜観的な研究の必要性の提案及びその提

案によった高山観測による研究がなされ左が，それもご

くかぎられた狭いnetによる研究であり，今後はさら

に1・G・Y・の成果によってそのnetは広げられると思

う・この報告は主としていわゆる晴天電気現象が綜観的

気象現象とどのように結びつけられて研究されたかを報

告するに止まるが，それだけでも，不勉強な私のことで

あり・非常にまとまりのないものになったが，少・しでも

何かの御参考になれば幸甚と思います．

　1．　歴　史

　綜観的に気象電気が研究されたと云うことはIsra芭1

以前には殆んどないので，綜観的気象電気の歴史ではな

いが・思想的な変遷をながめる為に1950年までの主な出

来ごとを年表として次にあげる2）．

　さらに1950年以後，綜観的気象電気にとって，特に注

目すべきは・各国で発達したラジオ・ゾンデ及び飛行機

五 郎＊＊＊
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1920
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1921
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1929

1936

1948

1950

Franklln：雷の電気

Lemonnler：晴天の電気現象

Volta：水の状態変化に伴う電荷分離により晴
　天電気現象を説明

Erman：地面の帯電により晴天電気現象を説明

Lord　Kelvin：電場の考えを導入

Eister＆GelteL大気中のイオン・放射能物質
　の発見

Simpson：各地で電場を測定

Carnegle：世界各洋上での気象電気の測定

Ho登mann：Camegieの結果を解析，電場の
　universal　changeを唱える

Whipple：pollutlonの効果

Brown：空間電荷のconvec亡lonを導入

Isra§1：電場変化の研究一交換層の重要性

Sagalyne：飛行機による観測一交換層の重要
　性
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観測によって大気の電気的垂直構造が明確になりっつあ

ることである．

　2．　綜観的気象電気の対称となるものの尺度

　扱，綜観的研究方法がとられるのは殆んど凡ての分野

にわたっているが，それぞれの分野で対称とするものの

大きさがある，逆に綜観的研究ではその対称とする大き

さによってその研究方法も異るので，気象電気の対象と

する現象の大きさを考えておくのもむだではない．

　a・　時間的尺度

　現象の週期的変化については，Israel4）がcharged

ce11についてagitationの概念から7分～20分の週期

の卓越を，又畠山は最小のcharged　c醗の大きさは数

10秒の週期性のものであることを述べている，さらにこ

れらに関連して小川5）はそのような短週期変化をなくす
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為には4～5時間の平均をとらねばならないことを報告

している．さらに，Kasemir6）は大気電流場を同心球コ

ンデンサーと考えてヂ各高度での時定数を計算して地表

では約400秒，すなわち週期が約30分以上の変化に対し

ては準定常的と考えてよいことを報告している．

　このように何を対称とするかによって目的とする対称

の観測法をきめねば有効でないことがわかるが，綜観的

な研究が行われる為には各観測点での値を比較する必要

から条件をなるべく簡単にする必要がある．また一方綜

観的気象現象を考えると　micro－system　でも1時間程

度であるから，実際には，最小時間尺度として1時間と

すれば電気的にも準定常な場を考えることも出来るから

一番便利と，思われる．

　b。　時間的尺度

　時間的最小尺度を1時間とすれば．大気の運動によっ

て，空間的最小尺度もおのずと決定され大体数kmぐら

いになろう．

　そこで，実際の電気現象の大きさを考えておくことが

必要である．Dolezalek7）によれば“AIPs　Project”では

その現象を次のように分類していることを述べている．

　　　　　　　　　　　表　II

　3．　観測方法

　しばしば繰返すことであるが綜観的方法では観測点相

互の値が比較されねばならないので，例えば気圧では一

定な面への更正が必要であるように，所謂‘‘reduction

to　a　nondistorting　Plane”の操作が必要である．平常

われわれが行なっているような方法で求めた値で比較出

来るかどうか？　またIsra61g）が述べている

　　　　　　1　　dグ　　　1　　dy　　　l　　dノ～

時
間
的
大
き

さ

長期変化
（経年変化）

週期変化

短時間変化

空間的大きさ

　　　　　　2　　dt　　　IV　　d渉　　　五～　d渉

の関係から％変化で比較する場合にも，♂，y，Rは常に

変化するので最小時間単位を1時間とした場合，どのく

らいの時間間隔での平均値を使えば．よいか？

　さらに実際に観測する場合の測器についても，問題は

非常に多く残されている二とを強調する．

　色々とはしがき的なことを述べたが，次に空間的大き

さの分類によって，どのような問題がとりあげられたか

について述べてこの報告を終りたいと思う．

　4．　局地的な現象

　局地的なことについては非常に多くの問題がとりあげ

られているが，特筆すべきはIsra§110）またはReiter11）等

によるアルプス地方の綜観的観測により，またSaga－

1yn12）等による飛行機観測によって下層大気の電気的構

造が明らかになった二とであるが，すでに多くの人達に

汎世界的 地域的 局地的
例）

エァ・ゾルや放射性物の“たいせき”の
変化によるもの

1♂肌

電萬ア
280K　V
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変化と全地球
上の雷活動度
一
例
）

宇宙線の影響
雷活動の変化

例）

気団の影響

例）

汎天気状態と
の関係

例）

交換層の影響

例）

局地的な電荷
雷

　勿論二うした分類は一義的に決められるものではなく

単なる目安にしかすぎないが，これと気象そのものの現

象の大きさを比べると，綜観気象電気の目的の一つは，

気象現象の電気的説明にあると云ってもよいように考え

られる．参考までに気象現象の大体の大きさの分類を次

に示す．

　　　　　　　　　　　表　皿8）
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よりまとめられ報告されているので詳しいことは述べな

いが，下層大気の電気的構造をモデル化すると第1図の

ようになる．

　5．　気団の電気的性質

　地域的な現象以上のスケールに対する綜観的研究はま

ったくないのであるが，一応このような現象をとりあげ

た研究をふり返えって見ると，気団についての電気的性

質を述べたものがある．気団によって電気的性質が異る

であろうと云う考えは新しいものではなく，わが国でも

古く荒川の調査があるが電位傾度について調べられた結

果を表にすると次のようであるが，いづれも地上の値で

あり近い将来ラジオ・ゾンデの発達により垂直構造の違

いも明らかになるものと思う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　表　y
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ているが，その直接原因にふれたものはなく最近Ste－

wart19）がその原因をβ線によるものとしていろいろ調

べた結果，β線との関係がうすいことを報告しているの

は，その直接原因に関して興味ある事実であろう．
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天気に関する伊須気余理姫の歌

肥　沼　寛　一＊

　日本には，非常に古くから天気の変1ヒに関する知織が

あったことを示すものとして，古事記中巻にある伊須気

余理姫の歌が引き合いに出される。

　この姫は神武天皇が即位されると皇后に迎えられた方

で，神沼河耳命（第二代の天皇）外二皇子の母である．

ところで，神武天皇が崩御されると，神沼河耳令の異母

兄タギシミミノ命が皇位につこうと策した．これを知っ

た姫は

　　　狭井川よ雲立ちわたりうねび山

　　　　　　木の葉さやぎぬ風吹かんとす

という歌に詑してタギシミミノ命の計画を神沼河耳命た

ちに知らせたというのである。二の歌は，明らかに天気

の変化を詠じたものだが，二のような歌によって，事件

の発生が予告できたという二とは，天気変化に関する経

験的の知識がある程度普及していたためと考えられよ

う．それなら，この歌の作られたのは，いつ頃のことだ

ったであろうか．

　神武天皇即位の年は，古事記では不明だが日本書記に

よると西紀前660年だという．そして，天皇は皇位にあ

ること76年にして崩御されたというから，上の歌の作ら

れたのは西紀前6世紀に当る．二の二とから，故藤原咲

平先生＊＊は，日本における天気変化に関する知識は，バ

ビロンやアツシリアと同程度に古いと考えられた．し誉

「し，現在の日本史についての研究から見ると，これは誤

解のようである。

＊Kanichi　Koenuma，気象庁予報部

躰藤原咲平：天気予報と暴風警報，気象研修所通信

　教育テキスト，補講第11分冊．

4

　神武天皇紀元は約600年ぐらい長すぎるということ

は，歴史学者の間では早くから知られていたらしい．け

れども，明治以来，一般的には神武紀元は正しいものと

して教えられて来た．戦后になって古代日本の研究が盛

んになり，その結果，西紀前5～6世紀頃の日本では，

まだ稲作は始まらず，石器と縄文土器の文化を持った人

々が，たて穴住居に住んでいたことが明らかになった．

そして，大和朝延を中心として日本国が形成され始めた

のは西紀3世紀の二とらしいから，仮りに神武天皇を実

在の方と見ても，2世紀より古くはない．

　古事記や日本書記にのっている歌のうちには，形式や

内容から見て，古いものも，新しいものも含まれている

らしいが，伊須気余理姫の歌は31文字の形式が完全にと

とのったものだから，6～7世紀よりも古くはさかのぽ

れないのであるまいか．しかし，天気に関する知識は，

おそらく，もっと古くからあったものと思う．

　一般に，天気に関する経験的知識は，漁業や農業と共

に発達したものであろう．日本で稲作の始まったのは西

紀前3世紀頃からと推定されているし，西紀前后には朝

鮮半島との往来も相当に行われたことが大陸の記録から

うかがえる．ただし，その頃の日本はシャーマニズムの

盛んな時代で，人々は神のおつげで行動していたらしい

から，天気に関する経験的知識が活用されたのかどうが

は不明である．けれども，5世紀の始めの仁徳天皇の頃

になると，韓人を使って溜池を堀ったり，堤防を作った．

りしているが，それはおそらく農業のため．と思われるか

ら，天気に関する経験的知識もこの頃には次第に進み姶

めたものと思う．

嵐天気”8．5．．


